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デ ー タベ ー ス は、 わ が 国 の情 報 化 の 進展 上、 重要 な役 割 を 果 た す も の と 期 待 され て い る。

今 後、 デ ー タベ ー ス の 普 及 に よ り、 わ が 国 に お い て健 全 な 高度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 さ

れ る。 さ らに 海 外 に対 し て提 供 可 能 な デ ー タベ ー ス の整 備 は、 国 際 的 な情 報 化 へ の 貢 献 お

よ び 自由 な 情 報 流 通 の確 保 の観 点 か らも必 要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で流 通 し

て い るデ ー タベL-..スの 中 で わ が 国 独 自の も の は3割 に す ぎな い の が 現 状 で あ り、 わ が 国 デ

ー タベ ー ス サ ー ビス ひ い て はバ ラ ンス あ る 情 報 産 業 の 健 全 な発 展 を 図 る た め に は、 わ が 国

独 自の デ ー タベ ー ス の 構 築 お よ び デ ー タベ ー ス関 連技 術 の 研 究 開 発 を強 力 に 促 進 し、 デ ー

タベ ー ス の 拡 充 を図 る 必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に応 え る た め、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター で は 日本 自転 車 振 興 会

か ら機械 工 業 振 興資 金 の 交付 を受 け て、 デ ー タベ ー ス の 構 築お よ び 技 術 開発 に つ い て民 間

企 業 、 団 体 等 に対 して 委 託 事業 を 実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内 容 は、 社 会 的、 経 済 的 、 国

際 的 に重 要 で、 ま た地 域 お よ び産 業 の 発展 の 促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い る デー タベ ー

ス の構 築 とデ ー タベ ー ス作 成 の効 率 化、 流 通 の 促 進、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に関 係 し

た ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア 技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 た っ て、 当財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で構 成 され る デ ー タベ ー ス構 築 ・

技 術 開発 促 進 委 員 会(委 員 長 山梨 学 院大 学 教 授 蓼 沼 良 一氏)を 設 置 して い る。

この 「九 州 地 域 の 人 材 情 報 デ ー タベ ー ス 構 築 」 は 平 成2年 度 の デ ー タベ ー ス の構 築 促 進

お よ び技 術 開 発 促 進 事 業 と して、 当 財 団 が(財)九 州 産 業 技術 セ ン タ ーに 対 して委 託 実 施

した 課題 の 一 つ であ る。 こ の成 果 が、 デ ー タベ ー スに 興 味 をお 持 ちの 方 々や 諸 分 野 の皆 様

方 のお 役 に 立 て ば幸 い で あ る。

な お、 平 成2年 度 デ ー タベ ー ス の 構 築 促 進 お よび 技 術 開 発促 進 事 業 で 実 施 した課 題 は 次

表 の とお りで あ る。

平成3年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター
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平成2年度 データベース構築促進1技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態 学的 コメ ン トを含 む病 理データベ ースの フィー ㈱ エ ス ・ピ ー ・オ ー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所
3AV/MARCの ための分類索引データベース構築 ㈱ ダイ ンメディアサ ー ビス

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5健 康の自己管理と病気予防データベースの構築 ㈱ コン ピュータ コン ビニエ ンス

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活
タベース構築のための調査研究 館

7交 通事故調査データのデータベース化に関する調査 (財)日 本 自動車研究所

研究

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究 ㈱西日本新聞社
9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提 パラシュー ト情報開発研究会

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース 札幌凸版印刷㈱
地 域 活性 化 の構築

中小企業振興 10ネ ッ トワー ク化 され た地域情報 データベ ースの有効 セン トラル開発㈱情報図書館

なマネジメン トにっいての調査研究 RUKIT

ll徳 島市中小商業振興データベースの構築 ㈱ ニ ューメデ ィア徳 島

12九 州地域の人材情報データベース構築 (財)九 州産業技術セ ンター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コムライ ンイ ンターナ ショナル

ベース構築 ㈱
14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備 日本電子計算㈱

海 外
15政 府開発援助(ODA)に 関するデータベースの構 (財)日 本国際協力 システム

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査 ア イ ・エ ヌ ・エ ス ㈱

研究

17専 門家データベース構築事業 (財)海 外貿易開発協会

18VAN用 デ ータベ ース管理 システムの開発 シャープ㈱

19レ コー ドマ ネ ジメ ン ト用辞書管理 システムの開発研 ㈱オ フィス総研

究

20建 築CAD用 拡張 可能 データベ ースのプ ロ トタイ プ 三菱電機㈱

作成

技 術 21先 進 複合材料 デ ー タベ ース ・プロ トタイプの作成 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会
22マ イ クロコ ンピュータのプ ログラマブル周辺デバ イ (社)日 本 システ ムハ ウス協会

スのデー タベ ース化

23書 誌 デー タベ ース用 ダイナ ミック ・シソーラスの可 ㈱紀伊國屋書店
能性調査と実験
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1は じめ に

1.1目 的

九 州 地 域 は 全県 が テ ク ノポ リスの 指定 を受 け、 産 業 の 高 度 化 を推 進 して い る と ころ で

あ り、 各 テ ク ノポ リス は九 州 に お け る先 端 技 術 開発 の 拠 点 地 域 と し ての 役割 を担 いつ つ

あ る。 さ らに 九州 地 域 の 活 性 化 の た め に は、 研究 者 、 技 術 者 等 の人 材情 報 を 中心 とす る

デ ー タネ ッ トワー クを 形 成 す る こ とに よ る 地 域 間 交流 を 図 る こ とが きわ め て重 要 であ り、

平 成 元 年 度 に 九 州通 商 産 業 局 で ま とめ られ た 「九 州 地 域 産 業 ビ ジ ョ ン」 に お い て も一 県

内 の み の 大 学 や 公 設 試 験 研 究 機 関 とい っ た枠 を取 り払 い、 他 機 関、 組 織 と の連 携 を進 め

る こ とが 九 州 地 域 の 活 性 化 に不 可 欠 で あ る と の提 言 が な され て い る。 ま た、 昨年 度 実 施

した 「九 州 地 域 の 人 材 デ ー タベ ー ス構 築 に 関す る調 査 研 究 」 に お い て、 域 内企 業 の 研 究

者、 技 術 者 人 材デ ー タベ ー ス に対 す る関心 は 非常 に高 く、 そ の 情 報 の入 手 に 苦労 し て い

る こ と、 並 び に技 術 相 談 等 の ニ ー ズ を満 た し、 九 州 地 域 全 体 を網 羅 した デ ー タベ ー ス は

皆 無 であ る こ とが明 らか に な っ1てお り、 研 究 者技 術 者 人 材 デ ー タベ ー ス の 構 築 が 九 州 地

域 に と っ て の急 務 と な っ て い る。

ま た、 九 州 地域 に お い て構 築 す べ き 人 材 デ ー タベ ー ス 構 想 の 検 討 では、 九 州 地 域 に 存

在 す る地 域 情 報 セ ン ター にお い て 活 動す る 相 談員 、 技 術 指 導 員 な ど を支 援 す る人 材 デ ー

タベ ー スの 構 築 が望 ま しい と の 結 論 を 得 た と ころ で あ る 。 この た め、 平 成2年 度 は九 州

地 域 内大 学 研 究 者 デ ー タベ ー ス を 構 築 し、 九 州地 域 の 技 術 相 談 等 の 迅 速 化、 高 度 化 を 図

り、 も っ て九 州 地 域 経 済 振 興 の 支 援 を行 う こ とを 目的 とす る もの で あ る 。

!.2内 容

大 学 研 究 者 等 デ ー タベ ー ス を 以 下 によ り構 築す る。

(1)大 学研究者 デー タの収集

九州地域 の国立大 学、私 立大学等の研究者デー タを収集す る。

(2)キ ー ワ ー ドの 検 討

検 索 の 容 易 な シ ス テ ム とす るた め に、 キ ー ワー ドの 検 討 を行 う。

(3)人 材 情 報 シス テ ム の 検 討

人 材 情 報 シス テ ム 構 築 に 適 した ハー ドウ ェア、 デ ー タベ ー ス ソ フ トウ ェ ア を選 定 し、

最 適 な人 材 情 報 シ ス テ ム を 構 築 す る。

(4)人 材 情 報 の デ ー タ入 力

回収 した調 査 票 を も と に デ ー タ入 力 を 行 う。

検討手順 を次頁 に示す。
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検 討 手 順

1ノ 、‡オ テーーー タへst－ ス!

1構 築 委 員 会

研究者

リス ト作成

調査 票

様式 設計

調査依頼

発送

`
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会照
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遠図

回

確

口
詳細設計

内容 概 略

*調 査 方 法 スケジ ュール等

の 決 定

*研 究 者 リス ト作 成

(大 学 学 部 別、 約4000ノ 、)

窯大 学 へ の 依 頼 を行 う

通 産 局 長 名 義

委 員 長 名 義

*主 要 大 学 への 訪 問 ・依頼

*依 頼 資 料 の発 送

*資 料 の 回 収

*未 回答 の 督 促 等

*チ ェ ッ ク

氏 名 ふ りが な

不 明 未 記 入箇 所 等 の確 認

*機 種 の 決 定

*デ ー タ入 力(外 注)

デ ー タ入 力

(外 注)

口
∩
ノ
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1.3実 施 体 制

デ ー タベ ー ス構 築 の 目的 を 達 成 す る ため、 次の 産学 官 の 学 識 経 験者 か ら構 成 す る

「九 州 地 域 人材 情 報 デ ー タベ ー ス構 築 委 員 会」 を設 け た,

当委 員 会 には 委 員 長 を置 き、 目的達 成 の ため、 関 係 各 機 関 等 との連 携 ・協議 を 行 い、

目的 達 成 の ため 円 滑 な運 営 を 行 うこ と と し た。

ま た、 当委 員 会 は ワー キ ン グ グル ー プ を設営 し、 必 要 な資 料 等 の 作 成 を指 示 す る。

なお 、 当 委員 会 の 事 務 局 は、(財)九 州 産業 技 術 セ ン タ ー に置 い た 。

(1)九 州 地 域 人 材情 報 デ ー タベ ー ス構 築 委 員 会

委員長

委 員

九州大学名誉教授

九州産業大学教授

技術企画委員長

九州大学教授

電子情報部会長

九州大学教授

楠 浩一郎

村上 幸入

山藤 馨

九州 工業大 学教授 有 田五次郎

大分大学教授

九州通産局商工部

機械情報産業課長

九州通産局商工部

技術振興課長

日本電信電話㈱九州支社

地域情報化推進部長

旭化成工業㈱特殊化学品技術第3部

部長

味の素株九州工場

製造部長

宇津 宮孝 一

永尾 裕司

志岐 清明

坂 井 敬明

樽 山 隆

池 田 茂 穂

(2)ワ ー キ ン ググル ー プ構成 メ ン バ ー

九州通 産局

機械情 報産業課係 長 田志

九州 通産局

技術振 興課係長 松尾

(財)九 州産業技術 セ ンター

課長(指 導 担 当)縄 田

招則

健 一

研治

(財)九 州産 業技術 セ ンター

課長(電 子 情報担 当)山 崎 正美

(財)九 州 産業技術 セ ンター

課長(情 報 担 当)星 野 恒博
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2

検討結果

1大 学研究者デー タ収集

1.1研 究者 リス ト作成

九 州地域 の国公私立大学 の理系学部、研究機 関並び に工 業高等専門学校 の研究 者 を

対象 に調査 票を発送 し、 ア ンケー ト方式 で回収す るこ とと した。調査票 の発送対 象 と

して対象機 関は九州7県 の大学の理、理 工、 工、 情報 工、 農、水産、薬、 芸術、 芸術

工の各学部並びに工業高等 専門学校 であ り、対 象者 は講師以上 と博 士号取 得者 は助手

等 を含む こととした。

2.1.2調 査票設計

調査票 の設計 に当たっては、記 入者の記入が容易 な よ うに様式 を設計す ること とし、

下記 の条件 に配慮 す ると共 に、 昭和60年 度 に福 岡通 商産業局(当 時)が 実施 した人

材 カー ドを参考に した。(別 紙資 料参照)な お、熊 本大学 におけ る研究者情報検索 シ

ステムの例 を別紙 に示す。

1}1枚 以 内

② 必要最小限の項 目に絞 り込む

③対象者 が 自然 に記 入で きるよ うに、 調査項 目を順序 よ く配置す る。

調 査票 の項 目名 を次 に示 す 。

ア.氏 名 イ.生 年 月 日

ウ.勤 務 先 ・所 属 ・役 職 名 エ.勤 務先電 話番 号

オ.内 線 カ.最 終 学 歴

キ.取 得 学位

ク.研 究 分 野

文 部 省 の 研 究 分野 一 覧 の 内、

記 入 で き る よ うに した 。

該 当す る部分 を抜粋 した一覧表 の コー ドを3つ

ケ,過 去 を含 めた主 な研究事項

企業等 が技術 相談や共 同研究 を実施す る相 手 を求め る際 には、 既 に実用化 さ

れている技 術内容も少 な くない ことか ら、 研究 者の現在 の研究 事項 だけの情報

では、 不十分であ り、研究者 の過 去の研究経 歴 も含めた主 な5項 目とした。
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コ.学 会 等 へ の発 表 テ ー マ 名

過 去 を含 め た 主 な 研 究 事 項 の 発 表 テー マ 名 に つ い て、

入 で きる よ う に した 。

代表的 な10項 目を記

サ.テ クニ カル キ ー ワー ド

研究 事項 を 説 明す るの に ふ さわ しいキ ー ワー ド5項 目が 記 入 で き る よ うに し

た。 また、 キ ー ワー ドは で き る だ け 日本 語 で 表 現 す る よ う に依 頼 した。

シ.研 究 ス タ ッフ 数

共 同研 究 等 の 参 考 とす る ため に、 研 究 ス タ ッ フ数 の記 入 を求 め た 。

ス.企 業 に対す る技術指 導、 共 同研究

企業に対す る技術 指導、 共同研究 に関す る情報 は、 本デ ー タベースの使 用 目

的上 必要 な項 目であ り、 技術指導、 共同研究 の経験 の有無、 研究者 の技術 指導、

共同研究 に対 す る意 志 について該 当する項 目の記入 を求め た。

2.1.3調 査票 の発 送

九州地域 の大学理 系学部並 び に工業高等専門学校 を対象 に約3,800通 の調査 票 を

発送 した。

内訳 は、 国立大学 が9大 学、22学 科 と総合理工学 研究科1、 研究所2で あ り、 私立

大学 は15大 学19学 部 である。工業高等専門学校 は9校 である。(別 紙表 を参照)

発送 は各学 部単位 に行 い、 研究者への調査票の配布、 調査 票の回収、 返送事務 を依頼

した。

2.1.4調 査 票 の 回 収

約3,800通 を送 付 し、2,031通 の 回答 が あ っ た。 回 収 率 は約53%と 、 当初

の 予 想 を上 回 る こ と と な っ た。

2,031通 の 内訳 を見 て み る と、 国 立 大 学 が!,30!、 私 立 大 学499、 工 業 高

等 専 門 学 校 が231で あ っ たt

専 門 別 で は、 理 工 系 学 部(研 究 所、 高 専 を含 む)が1,578、 農 水 産 系 学 部 が29

0、 薬 学 部115、 芸 術 工 ・芸 術 学 部 が48で あ る。
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2.2キ ー ワー ドの 検 討

キ ー ワー ドにつ いて は、 デ ー タ ベ ー スの 検 索 効 率 や 使 いや す さ を左 右 す る 決め 手 と も

な る も の で あ る。

わ が 国 の 代 表的 な商 用 デ ー タベ ー ス であ る 日本 経 済 新 聞社 の 記 事 デ ー タベ ー ス に 関 す

る 「日経 シ ソー ラ ス」 で は、4つ あ る キー ワー ドの カ テ ゴ リー の 内、 統 制 キ ー ワー ドの

数 は約1万5,000語 あ り、 そ の 分 野 に は 品 目 キ ー ワー ド、 業 界 キー ワー ド、 項 目 キ

ー ワー ド
、 地 域 キー ワー ド等 が あ る。 又、 同義 語 の 定 義 や 、 国 内 情 報 の 区別 も行 わ れ て

い るほ か、 用 語や アル フ ァベ ッ トの 読 み の 統 一 、 読 み の 同音 異 義 語 の処 理 に つ い て も考

慮 され て い る。

科 学 技 術 情 報分 野 で は、 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン ターー一.(JICST)で は、3種 類 の キ

ー ワー ドが あ り
、 統 制 キ ー ワー ドは 約3万5,000語 、 人 手 付 与 自然 語 キ ー ワー ドが

約10万2,000語 、 自動 抽 出 自然 語 キ ー ワー ドは、 約76万2,000語 あ る と い

う。 ま た、 統 制語 キ ー ワー ドの 源 で あ る シ ソー ラ ス の作 成 お よ び 維 持 管 理 に は、1,0

00人 の 専 門 家 と多大 の 時 間、 経 費 を要 す るた め、 今後 の 自動 化 が 急 が れ る との 事 で あ

る。

中小 企 業 情 報 シス テ ム(SMIRS)の 地 域 情 報 セ ン ター で構 築 され て い る人 材 デ ー

タベ ー スの 例 では約150の キ ー ワー ドを使 用 して い る。

一 方
、16ビ ッ トパ ソ コ ン に構 築 され た デ ー タベ ー スの 事 例 と し て、 ㈱ 四国 総 合 研 究

所 の技 術 相 談 の オ ン ライ ン化 支 援 デ ー タベ ー スの 事 例 を見 てみ る。 この デ ー タベ ー ス の

新 素材 に関 す る キー ワー ドと して、8群777語 を使 用 して い る。

また、CDROMの 電 子 広 辞 苑 で は、 本 文20万 項 目、1,200万 字 の 容 量 が30

MBに 対 し、 索 引 の 容 量 はそ の 約4倍 と膨 大 な も の と な っ て い るe

キ ー ワー ドに関 す る ソ フ トウ ェ ア と して は、 記 事 情 報 な どの テ キ ス トフ ァ イル か らキ

ー ワー ドを 自動的 に切 り出 し作 成 す る ソフ トウ ェ アや、 同義 語 ・類 義語 電 子 辞書 を 有 す

る 自然 語 シ ソー ラ スや、AIに よ る 曖 昧 検 索 シス テ ム 等 が、 開 発 され て い る。

九 州 地 域 の 人材 デ ー タベ ー ス の キ ー ワー ドを検 討 す る に 当 た っ て、 前 回 に 作成 した 人

材 カー ド(別 紙 資 料 参 照)で 使 用 し てい る キー ワー ドを予 備 調 査 し、 今 回 の人 材 デ ー タ

ベ ー ス の キー ワー ド検 討 の 参 考 にす る こ と と した。
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2.2.1予 備 調 査

キー ワー ドの 検 討 に 先 立 ち、 人材 カ ー ド(昭 和60年 度)に 使 用 され た キ ー ワ ー ドを

リス トア ッ プ した。 この 人材 カ ー ドで は、1名 当た り5項 目の キ ー ワー ドを 本人 が 自 由

に 記入 した も の であ り、 英 文 や 和 文 が入 り交 じっ た も の とな っ て い る、

(1)工 学 部 ・理 工 学 部 で は 、1,062名,1,334枚 の 人 材 カ ー ドで 、 ア ル フ ァ ベ

ッ ト380語 、 日 本 語2,995語 、 合 計3,375語 の キ ー ワ ー ドが 使 用 さ

れ て い る 。

アルファベ ット、 アイウェオ順 の キ ー ワ ー ド数(理 工 系 学 部3,375語 の 例)を 下 図 に 示 す 。
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ま た 、 使 用 頻 度 の 高 い 用 語 を 参 考 ま で に 下 記 に 示 し た 。(カ ッ コ 内 は キ ー ワ ー ドの

出 現 回 数(回)で あ る)

・レーサ"一(16) 、 フeラス■tマ(13)、

・超 伝 導(11) 、 鉄 筋 コ ン ク リー ト、 有 限 要 素 法 、

・コンクリート(10) 、 シミュレーション、 セラミックス、 吸 着 、 燃 焼 、 複 合 材 料 、

・拡 散(9) 、 数 値 解 析 、 土 地 利 用 、 内 燃 機 関 、 歯 車 、

・インバ ータ(8) 、 強 度 、 コンピ ュータ、 最 適 制 御 、 振 動 、 微 生 物 、 乱 流 、 リモートセンシング 、

・画 像 処 理(7) 、 界 面 活 性 剤 、 境 界 要 素 法 、 シラス、 自然 言 語 処 理 、 人 工 知 能 、 制 御 、

耐 久 性 、 疲 労 、 ロボ ット、

・アモD7アス(6) 、 金 属 錯 体 、 計 測 、 酵 素 、 多 変 量 解 析 、 対 流 伝 熱 、 超 音 波 、 破 壊 、 破

壊 力 学 、 半 導 体 、 疲 労 強 度 、 放 電 、 有 機 合 成 、

・核 融 合(5) 、 金 属 、 座 屈 、 磁 性 、 水 質 汚 濁 、 センサ、 騒 音 評 価 、 パ ターン認 識 、 破 壊 靭

性 、 光 化 学 、 復 元 力 特 性 、 物 質 移 動 、 水 処 理 、 溶 接

(2)農 学 部 で は 、321名 、410枚 の カ ー ドで 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト84語 、 日 本 語

1,148語 、 合 計1,232語 の キ ー ワ ー ドが 使 用 さ れ て い る 。

使 用 頻 度 の 高 い 用 語 を 頻 度 の 多 い 順 に 列 記 し た も の を 下 記 に 示 す 。

・組 織 培 養(10) 、 酵 素(7)、

・暖 地 型 牧 草(6) 、 育 種 、 細 胞 遺 伝 学 、

・コンピ ュータ(5) 、 シミュい ション、 食 肉、 植 物 ホルモン、 精 子 、 繁 殖 、 リグ ニン

1,744枚 の 人材 カ ー ドで4,607語 の キ ー ワ ー ドが 使 用 され て い る こ とが 分

か っ た。 こ の うち、464語 は アル フ ァベ ッ トで あ っ た。 アル フ ァベ ッ トの場 合 に は

各 専 門分 野 の用 語、 略号 な どが あ り、 他 の専 門 の 者 が その 言 葉 の意 味 を 理解 す る こ

とが 困難 な場 合 が あ っ た。

ま た、 技 術相 談 員 が 必 要 なデ ー タを キ ー ワー ドに よ り検 索 しよ う とす る 際 に は、 検

索 時 に使 用 す る キ ー ワ ー ドと、 人 材 カー ドに 記 入 され て い る キ ー ワー ドが 一 致 す る必

要 が あ る。

デ ー タが 人 材 カー ドの よ うな紙 の も の で、 カ ー ドを手 で検 索 す る場 合 に は、 キ ー ワ

ー ドが 多 少 異 な っ て い て も類 似 の キー ワー ドで あれ ば、 当然 の こ と な が ら人 間 の 頭 脳

に よ る検 索 が可 能 で あ る。

と ころが 、 電 子 化 さ れ た デ ー タベ ー ス で は、 検 索 す る キー ワ ー ドとデ ー タベ ー スの

それ は完 全 に一・致 す るか、 体 系化 した キ ー ワー ドシ ス テ ム を ソ フ トウ ェ ア に組 み 込 む

な どが必 要 とな る。

調 査 した 人 材 カ ー ドの 様 に1,744枚 で4,607種 類 の キ ー ワー ドをそ の ま ま、

デ ー タベ ー ス化 した場 合 に は検 索 効 率 が 相 当低 下 す る こ とも 予 想 され る、

この ため、 キ ー ワー ドを 体系 化 す る 手 段 を 講 じる 必 要 が あ る。
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2.2.2キ ー ワ ー ドの 検 討

案1あ らか じめ 、 キ ー ワー ド一 覧 を用 意、 コー ド化 す る。 記 入 者 は 一 覧 の 申 か ら該

当す る キー ワー ドを選 択 、 記 入 す る。

案2記 入 者 は 研 究 に 係 る キ ー ワ ー ドを 自 由に 記 入 す る。

案!に つ い ては、 体 系 化 さ れ た キ ー ワー ドを コー ド化 し事 前 に 用 意す る こ とに よ り、

回収 し た デ ー タの 入 力 作 業 の効 率 化 や 検 索 の 高速 化 が 期 待 で き る も の の、 研 究 分 野 が 理

系 全 般 に 及 び 広範 囲 で あ るた め に、 あ らか じめ キ ー ワー ドと して準 備 す る に は、 各 分 野

に通 暁 した専 門家 に よ る 多大 な労 力 を要 し、 時 間 的 に 制 約 を うけ る こと、 記 入 者 が選 択

す る方 式 で は 記 入 者 に抵 抗 感 を 与 え る可 能 性 が あ る。

これ に対 し、 案2で は、 前 回 の 人 材 カー ドの場 合 の よ うに、 キ ー ワー ドの 数 が多 数 に

な り、 検 索 効 率 が 落 ち る 危 険性 が あ る。 しか しな が ら、 記 入 者 が キ ー ワー ドを 自 由 に選

択 で き る た め に、 記 入 者 の抵 抗 感 が 少 な く、 しか も各 々 が専 門家 で あ る た め に、 各 自の

研 究 事 項 を 表 現 す るの に 最 も ふ さわ しい キー ワー ドの 記 入 が 期 待 で き る こ と、 事 前 の キ

ー ワー ド化 に 要 す る労 力、 時 間 を最 小 に で き る こ とか ら、 案2を 採 用 す る こ と に した。

なお 、 前 回 の 人 材 カ ー ドで は、 英 文 の キ ー ワー ドが 相 当数 存 在 した。 英 文 の キー ワー

ドにつ い て は 各 専 門 分 野 に特 有 の 固 有 名 詞 や 略 号 が あ っ た た め、 英 文 キー ワー ドを和 文

に(翻 訳)す る作 業 が 必 要 と な っ た反 省 か ら、 今 回 は で き る だ け 和 文 の キ ー ワー ドで の

記 入 を依 頼 す る こ と と した。

今 回の キ ー ワー ド作 成 に当 た っ て の手 順 はお お む ね 次 の よ う な考 え方 で あ る。

巳 順 ・1キ ー ワー 附 与 を研究蘇 人力・行 う1

1
1手 順21テ クニ カ ル キー ワー ド一 覧 の 作 成1

1
巳 順当 キーワー ドの絞 り込み1

1
巳 順41シ ソーラスの作成1

手 順1は 、 調 査 票 の 記 入者 が 記 入 時 に5項 目の テ ク ニ カル キ ー ワー ドを記 入 す る も の

で あ る。

手 順2は 、 調 査 票 の 集 計 時 点 で テ クニ カル キ ー ワー ドの一 覧 表 を作 成 す る もの で あ る。

技 術 相 談 員 が デ ー タベ ー ス を検 索 す る際 の 参 考 に使 用 す る。 手 順2に つ い て は、

ソ フ トウ ェ ア に よ り自動 的 に作 成 す る こと を考 慮 す る。

手 順3,4は シ ステ ム を運 用 す る 中 で実 施 して い く。
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2.3人 材 情 報 シ ス テ ム の検 討

2.3.1シ ステ ム概 要 設 計

デ ー タベ ー スの 容 量

1名 の デ ー タベ ー ス は(A-4)1枚 以 内(1,000文 字 程 度)で あ り、 当初 は

2,000名 程 度 の 小 規模 な デ ー タベ ー ス を 目標 に してい る。

平成 元 年 度 に人 材 情 報 システ ム の モ デ ル シ ステ ム の 検 討 を 行 っ た。 これ は、 ハ ー ドウ

ェ ア にPC-9801、 デ ー タベ ー ス ソフ トにdBASE皿 、 通 信 ソフ トに絵 里 華 、 人

材 デ ー タ と して、 九 州 工 業 大 学 教 官 デ ー タを使 用 した もの であ る。 この モ デ ル シ ス テ ム

の 検討 で は、 次 の よ うな こ とが 明 らか に な っ て い る。

否 パ ソ コ ン を使 用 した デー タベ ー ス シ ス テ ム を構 築 す る こ とは 可 能 で あ るが 、 デ ー タ

ベ ー スに 関 す る専 門 知 識 が 無 い ユ ー ザ が 操 作 可 能 な シ ステ ム に す るた め に は、 デ ー タ

ベ ー ス ソ フ トの プ ロ グ ラ ミン グ言 語 を使 用 して ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 開 発 し、

使 いや す い ユー ザ イ ン タフ ェ ー ス を作 成 す る必 要 が あ る。

② パ ソ コ ンに よ る デ ー タベ ー ス で は、 検 索 効 率 を上 げ る ため に は、 専 門 分 野 や キ ー ワ ー

ド等 、 検 索 キー と な る特 定 の項 目 に それ ぞ れ1つ の フ ィール ドを割 り当 て、 そ の 他 の

項 目に つ い て は、 実 デ ー タ を別 フ ァイル に 置 くメ モ 型 デ ー タとす る必 要 が あ る 。

一 方
、 デ ー タベ ー ス を 構築 す るに 当 た っ て、 調 査 票 に よ り収 集 したデ ー タを コ ン ビュ

ー タへ 入 力す る作 業 を人 手 で 実 施 す る場 合 に は
、 本 デ ー タベ ー スの よ うに!名 当 た りの

デ ー タが多 い場 合 に は か な りの 経 費 が必 要 で あ り、 特 に 入 力作 業 を外 部 に委 託 す る場 合

に はそ の費 用 が大 き な 負 担 と な っ て くる。

ま た、 デ ー タベ ー ス の 内容 につ い て は、 大 学 等 の 理 系 学 部 に 調 査 対 象 を 限定 し て い る

とい うも の の、 き わ め て専 門 的 か つ 広範 囲 な項 目を 含 ん で い る こ と、 調 査 票 へ の 記 入 に

当 たっ て は、 記入 者 は手 書 き、 ワ ー プ ロ文 字 等 自 由 に記 入 で き る よ うな フ ォ ー マ ッ トと

して い る ため に、 手 書 き 文字 を第 三 者 が コ ン ピ ュー タに入 力す る場 合 に は 識 字 な ど の 点

で の手 戻 りも懸 念 され る。 こ の た め、 当初 は パ ソ コ ン等 の市 販 の リ レー シ ョナ ル デ ー タ

ベ ー ス ソフ トでの シ ス テ ム構 築 を想 定 して い た が、 ス キ ャナ ー に よ る 自動 入 力 が 可 能 な

イ メー ジデ ー タが 扱 え る デー タベ ー ス シ ス テ ム に つ い て も、 検 討 対 象 とす る こ と と した。

イ メー ジデ ー タを 併 用 す るデ ー タベ ー ス と、 通 常 の テ キ ス トデ ー タの デ ー タベ ー ス の

特 徴 を表 に 示 す。

イ メ ー ジデ ー タ に よ る デ ー タベ ー ス で は、 オ リジナ ル な原 稿 を ス キ ャナ ー に よ り 自動

的 に入 力 で き る メ リ ッ トが あ る も の の、 記 憶 容 量 が 大 き くな る な どの短 所 が あ る。 通 常

の テ キ ス トデ ー タの デ ー タベ ー ス で は、 全 項 目を 自由 に扱 え る も の の、 デ ー タの入 力 を

手 作 業 で行 う必 要 が あ る。
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表 デ ー タベ ー スの 特 徴

長 所 短 所 利 用 例

◎ ス キ ャナ に よ る 自動 入 力 ・記憶 容 量 が 大 き い ・切 抜 き型

イ メ ー ジ デ ー タ が可能 ・検 索 項 目 に つ い て は、 テ㌔ タベ ース

の併用 ・調 査票原本 が 直接入 力さ 別 に入 力す る必要 あ り

れ る ・検索項 目が限定 される

・全 ての デ ー タ を検 索 可 能 ・デー タは手 で入 力 ・新 聞 社 の

テ キ ス トデ ー タ に できる(自 由度が大) ・ソ フ トウ ェ アへ の 依 存 テ㌔ タベ パ

度が大 等

パ ソ コ ン等 に よ りデ ー タベ ー ス を構 築 す る場 合 は、 市 販 の デ ー タベ ー ス ソ フ トを利 用

して ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラム を作 成 す る のが 一 般 的 であ るが 、 そ の 操 作 性 に つ い て

は前述 の 平 成 元 年 度 に 行 っ た モ デ ル シ ステ ム の検 討 で も明 らか な よ うに、 テ キス トデ ー

タで も一 定 の 制 限 が あ る。 と こ ろが、 最 近、 光 磁 気 テ"イスクシステムが 手 ご ろ な 価 格 で入 手 可 能

と な り、 メモリー容 量 が 大 き なイメージテ㌔ タの 利 用 も身 近 にな っ た ため に、 調 査 票 の デ ー タを イ

メー ジ デ ー タと して、 ス キ ャナ ー で 自動 的 に 読み 取 り、 光磁 気 デ ィ ス ク に 記 録 す る こ と

に よ り、 デ ー タの人 手 に よ る入 力 が 軽減 され る。 この ため に、 シ ス テ ム構 築 の総 コス ト

を よ り経 済 化 させ る こ とが で き る、 イ メー ジ デー タ を併 用 し た シ ス テ ム を 採 用 す る こ と

と した。

表 イ メ ー ジデ ー タが 利 用 で き る シス テ ム の 例

イメ ー ジ デ ー タが 利 用

で き る シ ス テ ム 構成

検 索 性 アプ リケーションソフト

の 開 発(VAR)

テキストテ㌔ タベ ース

へ の 応 用

通信 機 能

RS232C等

パ ソ コ ン 十

デー タベ ー ス ソフ ト(桐)

ソフトに左 右 さ

れ る

開発要員の

確保が困難

可 有 り

マ ッ キ ン ト ッ シ ュ+

ハ イ パ ー カ ー ド

同 上 同 上 可 有 り

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン+

プ ア イ リ ン グ ソ フ ト

同 上 可 能 可 有 り

電子 プア イ リン グ

専 用 機

完 成 ソ フ ト

一

不 可 無 し

(価格帯

による)
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2.3.2シ ス テ ム 詳 細 設 計

前 項 の 検 討 に よ り、 ス キ ャナ ーや 大 容 量 の 光 磁 気 デ ィ ス クな どが、 安 価 に な った こ と か

ら、 調 査 票 の デ ー タ を イ メ ー ジデ ー タ と して、 ス キ ャナ ー で 自動 的 に読 み 取 り、 光 磁 気 デ

ィス クに記 録 す る こ と に よ り、 デ ー タの人 手 に よ る入 力 が 軽 減 され る。 こ の た め に、 シ ス

テ ム構 築 の 総 コ ス トを よ り経 済 化 させ うる こ とが 明 らか に な っ た。

イ メー ジデー タを 自動 読 み取 り可 能 な光 磁 気 デ ィ ス ク シス テ ム と して は、 表 の よ うな い

くつ か の組 合 せ が考 え られ る。

この 中 か ら、 ハ ー ド面 で通 信 機 能 な ど シス テ ム の 拡 張 性 があ り、 ソ フ ト面 で は光 プ ア イ

リン グ ソフ トな どの既 存 の パ ッケ ー ジ ソ フ トを利 用 して、 若 干 の カ ス タマ イ ズ に よ り必 要

な システ ム の構 築 が可 能 であ り、 しか も低 廉 な シ ステ ム と して、 ワー クス テ ー シ ョン とフ

ァ イ リン グ ソフ トとの 組 合 せ が 要 求 条 件 を満 た して い る た め、 導 入 す る こ と と した。

システムの概 要を下 図 に示す。

・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン一 式(本 体 、 デ ィ ス プ レ イ、 キ ー ボ ー ド&マ ウ ス)

・光 磁 気 デ ィ ス ク

・光 磁 気 デ ィ ス ク メ デ ィ ア

・イ メ ー ジ ス キ ャ ナ

・ソ フ トウ ェ ア

/z＼ ＼、

1匡 一 一 ・1■. 闇
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(1)調 査 票 の読 み 取 り精 度 ・プ リ ン ター の打 ち 出 し精 度

シ ス テ ム 価 格 を低 廉 化 す るた め に、 次 の よ うな点 につ い て考 慮 した。

①調 査票 の サ イズをA4サ イズ以下 とする。

② ス キ ャナ ー の 読 み取 り精 度 と プ リ ン ター の打 ち 出 し精 度 を必 要 最 小 限 にす る。

② に つ い て検 討 した結 果 、 イ メ ー ジデ ー タが 写 真や 、 図 形 とは 異 な り、 対 象 が文 字 で あ

る こ とか ら、200dpiあ れ ば、 原 稿 と ほぼ 同程 度 の 出 力が 得 られ る こ と が 明 らか に な

っ た。

(2)記 録 方 式

イ メー ジデ ー タの記 録 方 式 と して、SCSIイ ン タフ ェ ー ス の 光 磁 気 デ ィス クを 採 用 す

る こ と と した。 光磁 気 デ ィス クの フ ァ イル 容 量 は、A4で 約1.6万 枚 の記 憶 容量 が あ り、

約2,000名 の デ ー タベ ー ス を収 容 す る に は 十分 であ る。

(3)キ ー ワー ドの作 成

前 項 の キ ー ワー ドの検 討 に よ り、 キ ー ワー ド一覧 表 の作 成機 能 を ソフ トウェ ア に 求 め る

こ と と し た。
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2.4人 材 情 報 シ ス テ ム

2.4.1バ ーー ドウ エ ア

項 目 仕 様 等

CPU 68030(20MHz)

処 理 速 度 4MIPS

メ イ ン メ モ リ 16MB

キ ャ ッ シ ュ (CPU内 臓)

増 設 メ モ リ 8MB

内 臓 デ ィ ス ク 250MB

デ ィ ス プ レ イ 17イ ン チ モ ノ ク ロ

ス キ ャ ナ ー A4200dpi(オ ー トフ ィ ー ダ付)

光 磁 気 デ ィ ス ク 5.25イ ンチ594MB

レ ー ザ ー プ リ ン タ B4240dpi

2.4. 2ソ フ トウ エ ア

イ メー ジ編 集

直 線 ・自 由 曲 線 線 幅5種 ×線 種4種

矩 型 ・円 ・楕 円 糠 穂 ・ハッチング(10種)選 択 可

文字入力 Wnn使 用 ・文 字 種4種

その他 矩形領域 の移動 ・複写 矩形領域の 白黒反転

消 しゴム機能

UNDO機 能 一 つ前の操作 の み

イ メー ジ表 示

表示切 り替 え フ ル 画 面、1/!、1/4、1/16

ペ ー ジ め く り 1ペ ー ジず っ(1/4表 示 の 時 は4ペ ー ジず つ)

イ メ ー ジ(文 書)検 索

文書管理 キ ャ ビネ ッ ト ・フ ォル ダ ・文 書の 順 に階 層 化

(フ ォル ダは4階 層 ま で 選 択 可)

検索方式 絞 り込 み検索(フ ォル ダの条件設定 によ り実現)

条件設定 フ オ ル ダ ・文 書 カ ー ドに そ れ ぞれ テ キ ス トデ ー タ

で入 力(最 大 半 角32文 字、 全 角16文 字)

完 全 一 致 ・部 分 一致 ・前 方 一 致 に よ る検 索

日 付 ・数 値 は=,〈,〉,≦,≧ に よ る範 囲 設 定

一覧検索機 能
フ ォル ダ ・文 書 の検 索 条 件 一 覧 出 力
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文書編集

ペ ー ジ操 作 1文 書 内 でのペ ージ 削 除 ・複 写 ・入 れ 替 え ・分 割 可

複 数 文 書 間 のペ ージ 入 れ 替 え ・結 合 可

(1)プ ル ダウ ンメ ニ ュ ー

操 作 ボ タン を押 して メ ニ ュー を開 くと、 画 面 に ウ ィ ン ドウが 開 い て選 択 リス トや サ ブ メ ニ

ュ ー が表 示 さ れ る。 画 面 の 例 を 下 左 図 に示 す。

(2)ス キ ャナ ー入 力

ス キ ャナ ー入 力 メニ ュー の 例 を右 図 に示 す 。

・トライブ選択

・ブリンク選択

圏

スキャナー人力[匹 ヨ

[圃 同

座8]1キ ャンセル1

離 苦 幽
◎混 く 国

へ　シロごをロリ

[可 口

唖

(3)イ メー ジ編 集

イ メ ー ジ編 集 の メニ ュー を 図 に示 す 。

竃
画
匝
1・b・ABC1231

8bcABUl23

回
回

口
回
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(4)イ メ ー ジ検 索

ア.文 書 管 理

文書 管 理 に つ い て は、 一般 的 な フ ァ イ ル 管 理 の 要 領 で、 キ ャ ビネ ッ トを定 義 し、 引 出

しを定 義 した後 に文 書 を作 成 す る。1文 書 に1枚 の 整 理 カ ー ドが付 き、1文 書 に は 複 数

の ペー ジ を含 む こ とが で き る。

本 シス テ ム で は、 個 々の調 査 票(文 書)に1枚 の整 理 カ ー ドが 付 き、 下 図 の よ うに、

8項 目の条 件 設 定 が で き る。 そ の う ち、4項 目の 名 前 、 ふ りが な、 日付 、 メ モ欄 は 条 件

が 固定 され て お り、4項 目が 自 由 に設 定 で き る。 属 性 は 文字 列 、 日付、 数 値 が可 能 であ

る。 調 査票 の 項 目 は別 紙 資 料 の 様 で あ り、 下 図 の よ うに 条 件 を割 り付 け る こ と と した。

文書 カ ー ドの条 件 設定(!～4は 条 件 固 定、5～8は 自由 に 設定)

11九 州 太 郎+キ ュ ウ シ ュ ウ タ ロウ1名 前、 フ リガ ナ

21・0069・01・23b50 1大 学、 学 部、 指導 経 験 、 生 年(西 暦)

3191/3/1 1

41

入 力 日付(自 動入 力)

1予 備枠

51+442+443+461+

61k1234p1235y1236t1297k1238

71k1234p1235yl236t1297k1238

81k1234p1235y1236t1297k1238

1研 究 分 野

1テ クニカルキーワート"1

1テ クニカルキーワート"2

1テ クニカルキーワート"3

半角32文 字(全 角16文 字)

入 力方 法

・2(フ リガナ 欄)uOOOOsOOeOObOO

大学 等 は4桁 のJIS規 格、 学 部 は2桁 、 共 同研 究 の 経 験 の 有 無 は2桁 、 生 年 は下2

桁 の 数 字 を使 用 し、 それ ぞれ の 先 頭 にu,s,e,bを 付 け る。

・5(研 究 分 野 欄)+000+000+000+

3桁 の 数 字 の 先 頭 に+を 付 け る。

・6-8(キ ーワード 欄)

5桁 を1単 語 とす る。 アル フ ァベ ッ トは ロー マ字 で記 述 した場 合 の頭 文 字 。 キ ー ワー

ドリス トに準 拠 す る。AND検 索 の た め に、3つ の 欄 を使 用 す る。
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イ.フ ォ ル ダー 作 成

絞 り込 み 検 索 につ い て は、 フ ォ ル ダー に よ り行 う(下 左 図参 照)

フ ォル ダー に つ い て は分 類 的 な 使 い方 と、 検 索 的 な使 い方 が で き る。 分 類 的 な使 い 方 の

場 合 は、4段 階 ま で 階 層 的 に指 定 す る こ とが で き る。(下 右 図 参 照)

検 索 的 な 使 い方 で は、 図 の様 な メニ ュー 画 面 に よ り検 索 項 目を指 定 す る 。

フ ォル ダー作成 囮
狗

ド一

名

力

名前なし

0回

o[=======コ 回
ロぜ

o[Z工]回[Zコ 回
メモ

oE======コ 同
胞有

司1回
まロ　 ぐ

o亡=======コ 匝1
ロゆ びエ

o〔=======コ 回
ロむのぽぼ ハ

o[コ 匝][コ 口

囲 圏

1

＼

11⊥＼

1

口 』

1

へ

●●

』
●●

1

1

＼

＼

一

1

＼

』

一

占

1

＼

一

1

＼

占]

一

1

「
巳

テ クニ カ ル キ ー ワー ドに よ る検 索 で は、 本 シ ス テ ム で は、 完 全 一 致 ・部 分 一 致 ・前 方 一 致

に よ る検 索 が 可 能 で あ る た めに、 キ ー ワー ドに 同一 の単 語 が 含 まれ て い る場 合 は検 索 が 可

能 で あ る 。

で始 まる

を含 む

と等 しい

前方一致

部分一致

完全一致

以 上

よ り大 き い

等 しい

≦

<

以下

よ り小 さ い

≧

〉

ま た、 検 索 効 率 を 良 くす るた め に は、 キ ー ワ ー ドの 体 系 化 が必 要 であ る。 前 述 の キ ー ワ

ー ドの作 成 手 順2を 本 シ ス テ ム で 行 うに は
、 パ ッケ ー ジ ソフ トウ ェ ア にそ の 機 能 が な い た

め に、 カ ス タマ イズす る 際 に テ クニ カ ル キ ー ワ ー ドの ソ ー ト機 能 を付 加 す る こ と と した。

問 題 は、 同義 語 、 類 義 語 の検 索 の 場 合 で、 検 索 効 率 を上 げ る た め に は シ ソー ラ ス を整 備

す る、 同義 語、 類 義 語 検 索 機能 を 付 加 す る 等 を検 討 す る必 要 が あ る。

一 方
、 検 索 性 能 に っ い て は、 シ ステ ム を運 用 して い く申 か ら明 か に な っ て 来 る面 も想 定

され る。

こ の点 に つ い て は、 技 術 相 談 員 が本 シ ステ ム を実 際 に運 用 して い き なが ら、 検討 す る こ

とが 望 ま しい と考 え られ る。
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ウ.一 覧 検 索 機 能

フ ォ ル ダー 一覧 表 、 文 書 一 覧 表、 文 書 の 印刷 が 可 能 で あ る。

3.今 後 の 課 題

(1)九 州 地 域 にお け る情 報 化 を 推 進 す る た め に は、 個 人 情 報 の 保 護 に留 意 しつ つ 、 デ ー

タベ ー スの 利 用 普 及 を 図 っ て い く必 要 が あ る。 そ れ に よ っ て技 術 相 談 ・技 術 協 力 ・共

同研 究 等 を更 に活 発 化 させ て い く こ とが 九 州 地 域 の 産 業 技 術 の振 興 を 図 る上 で重 要 で

あ る。

具体 的 に は、

㊤地 域 情 報 セ ン ター との ネ ッ トワー ク化 を 図 る こ と に よ り、 九 州 地 域 の 産 業 技 術 の 発

展 に寄 与 す る こ とが 期待 され、 そ の 中核 的 な デ ー タベ ー ス の 一 つ が 人 材 デ ー タベ ー

ス と な る こ とか ら、 人材 デ ー タベ ー ス を 相互 に 利 用 で き る機 能 を検 討 、 開発 す る必

要 が あ る。

② 通 商 産 業 省等 で 調 査 が 実 施 され て い る 「九 州 北 部 研 究 学 園 都 市 構 想 」 や 「九州 ア ジ

ア研 究 学 園 ゾー ン構 想 」 が 従 来 の 一 極 集 中型 で は な く、 ネ ッ トワー ク型 を指 向 して

い る こ と か ら、 人 材 デー タベ ー スの 活 用 が 重 要 視 さ れ て い る。

③九 州 地 域 の6つ の テ ク ノ ポ リス 地 域 相 互 間 の 交 流 を 促進 す る ため に 「九 州 テ ク ノネ

ッ トワー ク構 想 」 が 検 討 され て お り、 そ の 中 で人 材 デ ー タベ ー スの 必 要 性 が 指 摘 さ

れ て い る。

従 っ て、 今 回 作 成 した人 材 デ ー タベ ー ス の 利 用 促 進 を積 極 的 に 図 っ て い く必 要 が あ

る。

そ の た め に は、 この 人 材 デ ー タベ ー ス を管 理 運 用 す る(財)九 州 産 業 技術 セ ン タ

ーに お い て 「デ ー タベ ー ス運 用 要 領 」 を 作 成 す る と共 に
、 これ らに対 応 でき る よ う

組 織 、 体 制 の 整 備 を 図 る必 要 が あ る。

(2)今 回 は九 州 地 域 の大 学 研 究 者 等 の 人 材 情 報 を短 時 間 でデh-一タベ ー ス化 し た こ と も あ

り、 調 査 票 の 回収 率 が 国立 大 学 の 工 学 部 で は80%の 高 率 と な っ た が、 全 体 と して は

約53%で あ っ た。 今 後、 未 収 録 と な っ て い る大 学 研 究 者 等 の人 材 デ ー タの フ ォ ロー

を行 っ て 回 収率 を 上 げ る と共 に、 公 設 試 や 企 業 等 の 技 術 者 、 研 究 者 に つ い て も デ ー タ

ベー ス化 して、 更 に デ ー タベ ー ス を 拡 充 して い く必 要 が あ る。

(3)ワ ー ク ステ ー シ ョ ン と して は、 デ ー タベ ー・一.スシ ス テ ム の構 築 を よ り効 率 的 にす るた

め 原 稿 読 み取 りの完 全 自動 化 等 を検 討 す る必 要 が あ る。

(4)人 材 デ ー タベ ー ス事 業 の 展 開 に あ た っ て は、(財)九 州 産 業 技 術 セ ン タ ーにお け る

平 成3年 度 以 降 の 予 算 措 置 及 び 人 員配 置 等 に つ い て十 分 な検 討 が 必 要 であ る。 す な わ

ち、 デ ー タベ ー ス を拡 充 す る た め の 費 用、 人材 デ ー タ提 供 の た め の 費 用 、 デ ー タベ ー

ス更 新 の た め の 費 用 等 に対 す る予 算 措 置 と デ ー タベ ー ス運 用 の ため の 適 正 な人 員 配 置

等 が 必 要 と な る。
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料 編

熊本大学研 究者情報検索 システム

調査票配布 先一覧

人材デー タベ ー スの項 目

人 材 カ ー ド

調 査 票 一 式





熊本大学研究 者情報検 索 システム

熊本大 学研 究者情報 デ ー タベースは熊本大学学 内の各研究者 に関す る情報 を熊本 大学総

合情報処理 セ ン ターの コ ン ピュー タに蓄積 したもの であ り、学 内のTSS端 末か ら学 内の

利用者が検索 可能なデ ー タベー スであ る。

検索方法 と しては索 引語検索 と、 項 目別検索 の2種 類 の検索 が可能 であ る。

デー タベー スは次の よ うな項 目で構成 され ている。

(1)研 究者 につい て

・氏 名 ・生 年(西 暦)・ 所 属 部 課 ・研 究 分 野 ・職 位 ・情 報 処 理 セ ン タ

ー 課 題 番 号 ・連 絡 先(内 線 番 号)・ 所 属 して い る学 会

(2)研 究 テ ー マに つ い て(3件 ま で)

・研 究 テ ー マ

・共 同 研 究 者 名

(3)使 用 資 料 ・機 材

・資 料 ・機 材(3件 ま で)

・概 要

・問い合わせ先氏 名

・参考 文献

・連 絡 先

(4)使 用 ソ フ トウ ェ ア(2件 ま で)

(5)共 同研 究 可 能 事 項(2件 ま で)

(6)キ ー ワ ー ド(12件 ま で)

この うち、 工 学 部 の 熊 本 大 学 研 究 者 デー タベ ー ス に つ い ては、(財)熊 本 テ クノ ポ リス

財 団の オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー ス であ るT-KINDに 提 供 され て い る。
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調査票配布先一覧

理

学

部

工

学

部

情

報

工

学

部

理

工

学

部

芸

術

工

学

部

薬

学

部

園

芸

学

部

水

産

学

部

農

学

部

芸

術

学

部

総

理

工

研

究

所

国

立

大

学

九州大学 O ○ ○ ○ ○ ○

九州工業 大学 ○ ○

九州芸術工科大学 ○

佐賀大学 ○ ○

長崎大学 ○ O ○

熊本大学 ○ ○ O

大分大学 ○

宮崎大学 ○ ○

鹿児島大学 ○ ○ ○ ○

私

立

大

学

福岡大学 ○ ○ ○

九州産業大学 ○ ○

福岡工業大学 ○

第一 薬科大学 ○

東和大学 O

九州共立大学 ○

西 日本工 業大学 ○

久留米 工業大学 ○

近畿大学 ○

長崎総合科学大学 ○

九州東海大学 ○ ○

熊本工業大学 ○

日本文理大学 ○

南九州大学 ○

第 一工業大学 ○

高

等

専

門

学

校

久留米工業高等専門学校

有明

北九州

佐世保

熊本電波

八代

大分

都城

鹿児島

・2一



・



人 材 デ ー タベ ー ス の項 目

項 目 名 人 材 カ ー ド 調 査 票

1 氏 名 ○ ○ キ ー項 目

2 生年月 日 ○ ○

3 所 属 ○ ○

4 最終学歴 O

5 学 位 ○

6 研究分野 03項 目 03項 目 キ ー 項 目

7 最近研 究 中のテー マ名一覧 03項 目 05項 目

8 最近5年 間 の研 究論文 05項 目 010項 目

9 キ ー ワ ー ド 05項 目 05項 目 キ ー 項 目

10 民間企業 との受託研究共同

研究等の実績有無

○

11 企業 に対す る技術 指導や 企

業 との共 同研 究等 につい て

○ 項 目

あ り

○
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1

① ② ③ ④1⑥1⑥1⑦1⑥1⑨1⑩1⑪1⑫1⑬1⑭1⇔1⑯1⑰1⑱1⇔1⑳1⑳1⑳1㊧1⑳1⇔1⑳1⑰1⑳1⑳1⑳1⑳1⑫1⑬1⑭1⑳1⑳1⑰1⑳1⑲1⑳1

人 材 カ ー ド(1)

1.氏 名(フ リガ ナ)2,生 年 月 日

大 ・昭 年 月 日

3.自 宅所 在地(番 地 まで)4.自 宅π話 番号

TBL()

5.勤 務 先名(所 属)

L' .

6.勤 務先所在地(番 地 まで)7.勤 務先電話番号

T肌()内 線

8.研 究分野(別 紙 よ り鋏当するもの を選択の うえ口内にその番 号を多 くとも3つ まで御記入下 さい)

口[コ[コ その他()
・

9.学 会等への投稿 テーマ名(代 表的なもの を5つ 程御記入下 さい)

①

◎

◎

④

⑥

'

¶
'F

`

10.研 究 に 係 るテ ク ニ カ

①

いトー ワー ドを5っ 程御記入下さい

③ ③ ④@

1L企 業 に対 す る伎 術摺郡や企桑 との共同研究志向(該 当するものに0印 を付 して下 さい)

① 積極的 に行いた い ② 場合に よヲては行.て もよい ③ あ まり考 えていない ④ 全 くない

(裏 へ)

人 材 カ ー ド (皿)

12.今 までの研ftiー マ名tN在 の研究状況(進 捗状況)に ついて硫 入下 さい。

0印 を御縄入下 さい

研 究 テ ー マ 名
研究状況(進 捗状況)

着手 した段階 研 究 中 ほぼ完成 完 成

13、 研究 スタ.フ 数 を御 記入 下さい(大 学 の場合は大学院 生以上 を含めて下さい)

()名

`





調 査 票 記 入 要 領

1,目 的

九 州地 域の 産業 技術 の発 展 へ向 け、 大学等研 究 者 に関す るデー タベー スを

構 築 し、 産 ・学 ・官技術 交流 の推 進 を図 ることを 目的 と します 。

2.対 象

九州 地 域の 国公 私立 大学(理 、 理 工、 工、農 、水 産、 薬、 芸術 工等 の各学

部)並 び に工 業高 等専 門学校 の研 究者(講 師以上 、博 士 号取得 者 にあ っ ては

助 手等 を含み ます)を 対象 と します 。

3.デ ー タベー ス

(1)構 築す るデ ー タベ ー ス

本 デ ー タベ ー スは、 パ ソコ ン上 に構築す る もの です 。

(2)デ ー タベ ー ス構 築後 の 利用方 法 につ いて

産 業 界や 官 公庁 等 の依頼 者の 技術相 談、共 同研 究、 技 術交 流、 講 師依頼

などの求 め に応 じて、本 デ ー タベ ー スを検索 し大 学等 研 究者 と依 頼 者 との

橋渡 しを行 い ます。 デ ー タベ ース は個人情報 保護 の ため オ フ ライ ン と し、

財 団法 人 九 州産 業技 術セ ン ターの職 員が 直接検 索 します。

もち ろん、 調査 票 に記入 頂 いた方 も 自由に利用 頂 け ます 。

4.記 入 方法

(1)添 付 の記 入 例 を参考 に して下 さ い。

(2)手 書 き、 ワー プ ロど ち らでも結 構 です。 また、 一部 コ ピー一.を貼 付 され て

も構 いませ ん。(ワ ー プ ロの 場合 は、 調 査票 の裏 面 も し くは、A4版

用紙 をお 使 い下 さ い。)

(3)10.発 表 テ ー マ名 は、 題 目、 発 表詩 名、 巻、 頁、 年 号 をお書 き下 さい。

発表 者名 は、 省略 され て も結構 です 。

(4)11.テ クニ カル キー ワー ドは でき るだけ 日本 語 で御 記入下 さい。

(5)記 入後 の 調査 票 は学 部 で 一ー一括 して御返送願 い ます 。

5.調 査票の返送期限

平 成3年-月 ■5日





調 査 票

1.氏 名(フ リガナ)2.生 年 月日

■9年 月 日

3.勤 務先 ・所属 ・役職名

4.勤 務先電話番号5.内 線
(09)()

6.最 終学歴7.取 得学位

8. 研究分野(別 紙より該当するものを選択のうえ[コ 内にその番号を3つ までご記入下さい)

9.過 去を含めた主な研究事項 を ご記入下 さい。

10.学 会等への発表 テー マ名(代 表 的なものを ご記入下 さい)

11.研 究 に係 るテ クニ カルキー ワー ドを5つ 程 ご記入下 さい。

① ② ③ ④ ⑤

12.研 究ス タッフ数 を ご記入下 さい(大 学の場合 は大学院生以上 を含めて下 さい)

()名

13.企 業に対す る技術指導 や企業 との共同研究 について(該 当す る番号 を右の欄 に記入 して下 さい)

③蹴 っては行って脚 舗 装;ていない ③璽黙 行いたい 口

(記 入上のお願い)・ ワー プロに よる作成 の場合は、本調査 票の裏 面を ご利用下 さい。
・9欄 、10欄 は コピー等 を貼付 されても結構 です。





(言乱入 イ列)
調 査 票

1.氏 名(フ リガナ)2.生 年 月日

キュウ シェウ タ ロウ

九 州 太 郎 ■9× × 年 × × 月 × × 日

3.勤 務先・所属・役職名
○ ○ 大 学 ○ ○ 学 部OO学 科 教 授

4.勤 務先電話番号5.内 線

(09× ×)× × 一 × × × ×(× × × ×)
6.最 終学歴7.取 得学位
○ ○ 大 学 ○ ○ 学 部 ○ ○ 学 科 ■900卒 ○ ○ 博 士

8. 研究分野(別 紙 よ り該当す るものを選択 のうえ[コ 内にその番号を3つ まで ご記入下 さい)

598 599 59■

9.過 去を含めた主な研究事項をご記入下さい。
・異 相 系 接 触 反 応 の 特 性 操 作 に 関 す る 研 究

・気 液 固 三 相 反 応 に 関 す る 研 究
`

・Pt-Re改 質 触 媒 の 失 活 と 反 応 特 性 に 関 す る 研 究

.関.す.る,研 究

関 す る 研 究

・水 性 二 相 分 配 系 に お け る 酵 素 反 応 の 特 性 と 連 続 化 に

・固 定 化 生 体 触 媒 に よ る ア ル ケ ン ェ ポ キ シ ド の 生 産 に

10.学 会等への発表 テーマ名(代 表 的なものを ご記入下 さい)
・石炭 ス ラリー電解 の反応機構研究 イ リノイ6号 炭 の塩化第二鉄溶液 による酸化 と脱硫反応

FuelProcessTechnol.ユ 」ヨ_」15」1988

一 スの 生 産14
,28821988

・Pt/SDBC疎 水性触媒 シー ト上 の水素 と水蒸気 の間の同位体交換反応の速度論的研究

CanJ.Chem.Eng.旦 ⊆L-233821988
・セ ラ ミックモ ノ リスに同時固定化 した β一ア ミラーゼおよび枝切 り酵素に よる可溶性澱粉 か らのマル ト

一
・セ ラ ミックモノ リスに固定化 したグル コノパ ウダーによるグル コン酸 の連続生産

化学工 学 シンポジウムシ リー ズ ⊥エ」8821988
・βア ミラーゼ及び分岐分解酵素 の同時使用 による可溶性澱粉 か らマル トースの生産のための動 的表現

Biotechnol.Bioeng.30,37421987

.一燃 料 協 会 誌.一旦 」7112

旦

一
・溶解アルカリ金属水酸化物による三池炭の高度脱硫脱炭

1987

グ ノし三 ご=スの 酸 イヒ..一∫ヒ堂 工 ξき論 文 集 一一」L3L231

2711

・気 液 固三 相 ハ ニ カムモ ノ リスバ イ オ リア ク ター の特 性 固定 化 グル コー ス オ キ シ ダー ゼ に よ る

821987

・水電解及 び化学的石 炭脱粒 のハ イブ リッドプロセスに対 する速度論的研究

Fuell987
・一 元金 属(Ru,Rh,Pd,Pt)及 び二 元 金 属(Ru-Pt)触 媒 に よ る水 素 ス ピル オー バ の 役割

Chem.EnCommun.旦4』99」1985
・グル コ ア ミラー ゼ の 澱粉 加 水 分 解 時 に お け る グル コー スの マ ル トー ス及 び イ ソ マル トー スへ の縮 合 の反

速度 論Biotechnol.Bioeng.27,498,1985

11.研 究に係 るテクニ カルキー ワー ドを5つ 程 ご記入下 さい。

① 固定化酵素 ② 固定化 微生 物 ③ 反応速度式 ④ 気液固反応 ⑤ 反応器

12.研 究ス タッフ数を ご記入下 さい(大 学 の場合は大学院生以上 を含めて下 さい)

(O)名

13.企 業に対す る技術指導 や企業 との共同研究 について(該 当す る番号を右の欄 に記入 して下 さい)

① 経験あ り ② 経験 なし ③ 積極 的に行いたい

④ 場合に よっては行 って もよい ⑤ 余 り考 えていない ⑥ 全 くない

;
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(記 入上のお願い)・ ワー プロに よる作成の場合 は、本調査票の裏面 を ご利用下 さい。
・9欄 、10欄 は コピー等を貼付 されて も結構 です。





研 究 分 野
別 紙

(調 査 票(8欄)に 部 ・分 科 一細 目 番 号 を
ご 記 入 下 さ い)

部 分 科 細 目 番号 部 分 科 細 目 番号

理

学

数 学

代 数 学 ・ 幾 何 学 401

工

学

電気工学

電 力 工 学 531

解 析 学 402 電 子 材 料 工 学 532

数学一般(含 、確率論

・統計数学)
403

電 子通信 系 統 工学 533

計 算 機 工 学 534

天 文 学 天 文 学 411 電 子 機 器 工 学 585

物 理 学

核 ・宇 宙 線 ・素 粒 子 421 計 測 ・制 御 工 学 536

固 体 物 性 422

造 船 学

船 舶 構 造 ・建 造 541

物性一般(含 、極低温

固体物性に関する理論
423

船 舶 抵 抗 ・

運 動 性 能 ・計 画
542

物 理 学 一 般 424

土木工学

土 木 構 造 551

地 球

物 理 学

固 体 地 球 物 理 学 431 コンフ リー ト工学 ・

土 木 材 料 ・ 施 工
552

気 象 ・海 洋 ・陸 水 学 432

超 高 層 物 理 学 433 基 礎 ・土 質 工 学 553

化 学

物 理 化..学 一 般 441 水 工 学 554

構 造 化 学 442 交通工学 ・国土計画 555

有 機 化 学 一 般 443 都市工学 ・衛生工学 556

天 然 物 有 機 化 学 444

建 築 学

建 築 構 造 ・材 料 561

分 析 ・ 地 球 化 学 445 建築設備 ・環境工学 562

無機 ・錯塩 ・放射化学 446 建築計画 ・都市計画 563

生 物 学

遺 伝 学 451 建 築史 ・建 築 意匠 564

生 態 学 452 資 源 開 発 工 学 571

植 物 生 理 学 453

金属工学

金 属 物 性 581

植 物 形 態 ・分 類 学 454 金属精錬 ・金属化学 582

動 物 発 生 ・生 理 学 455 金属加工(含 、鋳造 583

動 物 形 態 ・分 類 学 456 金属材料(含 、表面

処理 ・腐食防食)
584

地 質 学
地 質 学 一 般 461

層 位 ・ 古 生 物 学 462 溶 接 工 学 585

鉱 物 学

(含 、 岩 石 ・鉱 床 学)
471

応用化学

工 業 分 析 化 学 590

無 機 工 業 化 学 591

人 類 学 481 工 業 物 理 化 学 592

工

学

応 用

物 理 学

応 用 物 性 511 有 機 工 業 化 学 593

物 理 計 測 ・ 光 学 512 合 成 化 学 594

応 用 物 理 学 一 般

(含 、 航 海 学)
513

高 分 子 物 性 595

高 分 子 合 成 596

航 空 宇 宙 工 学 514 化 学 工 学 597

機械工学

機 械 材 料 工 学 521 反 応 工 学 598

材 料 力 学 522 発 酵 工 学 599

機 械 工 作 523

農

学

農 学

育 種 学 611

機 械 要 素 524 作 物 612

流 体 工 学 525 園 芸 ・ 造 園 学 613

熱 工 学 526 植 物 保 護 614

機 械力 学 ・制御 工学 527 蚕 糸 学 615

一1一



研 究 分 野(調 査 票(8欄)に 部 ・分 科 ・細 目 番 号 を
ご 記 入 下 さ い)

部 分 科 細 目 番 号 部 分 科 細 目 番 号

農

学

農芸化学

土 壌 ・ 肥 料 621

医

学

歯 学

形態系基礎歯科学 761

応 用 生 物 化 学 ・

栄 養 化 学
622

機 能系基 礎 歯科学 762

保 存 治 療 系 歯 学 763

発 酵 ・ 醸 造 623 補 綴 理 工 系 歯 学 764

製 造 化 学 ・ 食 品 624 外科 ・放射線系歯学 765

林 学
林 学 631 小 児 ・社 会 系 歯学 766

林 産 学 632

薬 学

化 学 系 薬 学 771

水 産 学
水 産 学 一 般 641 物 理 系 薬 学 772

水 産 化 学 642 生 物 系 薬 学 773

農 業 経 済 学 651
医学一般

応 用 薬 理 学 ・

医 療 系 薬 学
783

農業工学

農 業 土 木 661

農 業 機 械 662

複

合

領

域

プ ラ ズ マ 理 工 学 801

農 業 気 象 ・

生 物 環 境 制 御 学
663

情 報 学 802

実 験 動 物 学 803

畜 産 学

畜 産 学 671 結 晶 学 804

畜 産 化 学 672 家 政 学 811

基 礎 獣 医 学 673 科 学 技 術 史(含 、

科学社会学 ・科学技術基礎論
821

応 用 獣 医 学 674

医

学

生 理 学

解 剖 学 一 般

(含 、組学 ・発生学)
701

体 育 学 831

生物化学
物 質 生 物 化 学 841

神 経 解 剖 学 711 代 謝 生 物 化 学 842

生 理 学 一 般 712 放 射 線 生 物 学 851

神 経 ・筋 肉 生 理 学 713 原 子 力 学 861

環境生理学(含 、体力

医学 ・栄養生理学)
714 地 理 学

人 文 地 理 学 871

自 然 地 理 学 872

薬 理 学 一 般 715
生 物

物 理 学

分 子 遺 伝 学 ・

分 子 生 理 学
881

医 化 学 一 般 716

病 態 医 化 学 717 生 体 物 性 学 882

病 理 学

人 体 病 理 学 721 科 学 教 育

(含 、 教 育 工 学)
891

実 験 病 理 学 722

寄 生 虫 学

(含、医用動物学)
723

細 菌 学 724

ウ イ ル ス 学 725

免 疫 学 726

社会医学

衛 生 学 731

公 衆 衛 生 学 732

法 医 学 738

内 科 学

放 射 線 科 学 748

脳 神 経 科 学 749

内 分 泌 ・ 代 謝 学 791

血 液 内 科 学 792

一2一



委託先

禁 無 断 転 載

平成3年 月発行

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター

東 京 都 港 区浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン ター ビル7階

TELO3-3459-8581
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福 岡市博 多区博多駅東二 丁 目17番5号
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TELO92-411-7391
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TELO92-641-5131
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